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本報告の構成

１．米中経済対立の原風景

米中貿易摩擦の根底に潜む対立の構図
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米中経済対立の
原風景



最１四分位（低露出）

第２四分位

第３四分位

最４四分位（高露出）

第

第

中国との競争に対する露出度
1990-2007年

出所： Autor, Dorn, and Hanson (2013)より筆者作成。
Copyright American Economic Association; reproduced with permission of the American Economic Review



中国のバリューチェーン
電気機器：1995年
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出所：猪俣哲史『グローバル・バリューチェーン』 2019年、日本経済新聞出版
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出所：猪俣哲史『グローバル・バリューチェーン』 2019年、日本経済新聞出版
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国際生産分業の深化

１９９５年 ２００９年

2  4  6  ・ ・ ・ 20        40            60         (10億USドル)

国内付加価値
創出総額

・ ・ ・

出所：猪俣哲史『グローバル・バリューチェーン』 2019年、日本経済新聞出版



米国ICT産業の要素所得分配の推移：1995-2009年

出所：グローバル・バリューチェーン・レポート 2017をもとに筆者作成。

労働要素所得

資本要素所得 高技術労働

中技術労働

低技術労働

労働生産性

対GDP比 千USドル 総労働時間のシェア



経済安全保障
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・
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ル
の
応
酬

ヒトの移動

中国人ビザ発給制限、
国際交流事業停止、

香港自治法、
ウイグル人権法

信頼できないエン
ティティ・リスト、

反外国制裁法

モノの移動（財・サービス貿易）

輸出管理改革法
輸出管理規則

(EAR)規制リスト

輸出管理法
通商法301条、通商拡大法232条、
中国通信機器企業排除（国防権限法

2019・国際緊急経済権限法・国防権限法

2023）、
ウイグル強制労働防止法、

インフレ抑制法

外国企業説明責任法、
軍産複合企業リスト、

CHIPS・科学法、
包括的歳出法2023

外国投資リスク
審査現代化法

外商投資法

カネの移動（外国直接投資・金融資産投資）

出所：猪俣哲史『グローバル・バリューチェーン
の地政学』2023年、日本経済新聞出版



制裁発動国が国際ネットワークの中で、どれほど
中心的な位置を占めているか →経済制裁の効力

 Farrell, Henry and Abraham L. Newman (2019), 

 "Weaponized Interdependence: How Global Economic Networks Shape State Coercion,” 

 International Security, Vol. 44, No. 1

「次数中心性（degree centrality）」・・・ネットワークのある要素に連結している＜他の要素の
数＞をもって、その要素の影響力を計る → どれほど「ハブ的」な存在であるか。

高 低

次数中心性（ハブ的性質の強さ）
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インド太平洋地域の経済相互依存関係（1995年～2020年）



生産機能が一極集中することのリスク
（東日本大震災、タイの洪水、
リーマン・ショック、サイバー攻撃…）

→ システムの「急所 (choke point)」に！

サプライチェーンの国際編成に関する
リスク指標の構築

ハイリスク・カントリー（＝自然災害が多い国、
地政学的リスクが高い国、など）に対するサプラ
イチェーンの地理的集中度・依存度を計測する。



Source  https://www.oecd.org/trade/resilient-supply-chains/identify-potential-risks/



・ある最終製品が、特定国を源泉とする付加価値を

大量に含んでいる（量ベース集中リスク）

あるいは

・その製品のサプライチェーン上に、特定国の産業

部門が頻繁に登場する（頻度ベース集中リスク）

→ サプライチェーンが特定国に大きく依存し、また

そのカントリー・リスクに晒されている。



量ベースの地理的集中度
(Geographical concentration 

in volume)

付加価値貿易 (Trade in value-added)：
国際貿易をモノの流れではなく

価値の流れとして捉える。



従来の貿易統計 付加価値貿易統計
① 日本→タイ 160 0
② マレーシア→タイ 40 0
③ タイ→米国 300 100
④ 日本→米国 0 160
⑤ マレーシア→米国 0 40
⑥ 世界貿易量 160+40+300=500 100+160+40=300

タイ

タイヤ：10 x 4個
= 40

ﾏﾚｰｼｱ

エンジン：160

日本

完成車：300 （付加価値100）

出所：猪俣哲史『グローバル・バリューチェーン』 2019年、日本経済新聞出版

自社の製品（が属する産業）に、どの国のどの産業の
付加価値がどれほど含まれているか
→サプライチェーンの量的な依存度、地理的集中度



頻度ベースの地理的集中度
(Geographical concentration 

in frequency)

ある製品のサプライチェーンが、
ハイリスク・カントリーの産業部門を
どのくらいの頻度で経由するのか。



E

D

B

A C
②

②Ａ→Ｃ→Ｅ

①

①Ａ→Ｂ→Ｃ
→Ｂ→Ｃ→Ｅ

④

④Ａ→Ｄ→Ｃ→Ｅ

③

③Ａ→Ｃ→Ｃ→Ｅ

サプライチェーンがC国を
経由する平均回数:

(2 + 1 + 2 + 1) / 4 = 1.5



地理的集中度指標
Pass-through Frequency (PTF)

サプライチェーンの経路上に、ハイリスク・
カントリーの特定部門が登場する回数を、
全ての経路について加重平均したもの

→ ハイリスク・カントリーに対する
当該サプライチェーンの通過頻度



技術
移転

在米企業

技術
移転

みなし再輸出

みなし輸出

現地企業

再輸出
＊域外適用
要件あり

輸出（原産地を問わず）

米国

日本

在日企業

在米企業 現地企業

「懸念国」

＊再輸出の域外適用要件：輸出品に以下が当てはまる場合、原則、米国当局の許可が必要となる。
・ デミニミスルール：規制対象の米国原産品、あるいはそれらを投入原価として25%以上含む

（テロ支援国への輸出については閾値が10%）。
・直接製品ルール：米国政府が規制対象とした技術に基づき直接的に製造された製品、技術、

ソフト。また、それらを主要な構成要素として含む製造設備・機器を用いて製造された製品。

米国の輸出規制とその域外適用

出所：猪俣哲史『グローバル・バリューチェーンの地政学』2023年、日本経済新聞出版



ハイリスク・カントリー：
日本（自然災害多発国）

ハイリスク・カントリー：
中国（地政学的高リスク国）

Rank
Final product 

producer ( j )

Value-added 

source ( i )

PTF 

index 

Japan

 TiVA_ij 

(million 

USD) 

Rank
Final product 

producer ( j )

Value-added 

source ( i )

PTF 

index 

China

 TiVA_ij 

(million 

USD) 

1 CHN_41T43 MYS_05T06 1.37 640       1 USA_41T43 KOR_26 5.65 516       

2 CHN_27 AUS_05T06 1.26 523       2 USA_29 TWN_26 5.58 572       

3 CHN_28 AUS_05T06 1.18 1,027   3 USA_84 TWN_26 5.34 685       

4 CHN_41T43 AUS_05T06 1.13 2,440   4 USA_84 KOR_26 5.00 910       

5 KOR_41T43 AUS_05T06 0.92 698       5 USA_29 KOR_26 4.74 842       

6 CHN_41T43 IDN_05T06 0.73 1,145   6 MEX_26 TWN_26 4.42 590       

7 CHN_26 USA_69T82 0.52 1,423   7 USA_29 SAU_05T06 3.28 640       

8 CHN_28 RUS_05T06 0.52 847       8 MEX_26 KOR_26 3.11 1,037   

9 CHN_26 USA_64T66 0.51 577       9 IND_41T43 AUS_07T08 2.27 708       

10 KOR_41T43 AUS_07T08 0.49 618       10 TWN_26 KOR_26 2.12 664       

11 IND_41T43 AUS_07T08 0.47 708       11 KOR_41T43 AUS_07T08 1.88 618       

12 CHN_26 AUS_07T08 0.47 1,143   12 KOR_26 TWN_26 1.63 940       

13 KOR_41T43 RUS_05T06 0.45 542       13 USA_84 JPN_45T47 1.60 855       

14 CHN_27 USA_69T82 0.43 735       14 MYS_26 TWN_26 1.53 620       

15 CHN_41T43 IDN_45T47 0.42 652       15 USA_84 RUS_05T06 1.45 507       

16 CHN_41T43 SGP_45T47 0.40 852       16 USA_29 KOR_45T47 1.37 539       

17 CHN_28 USA_69T82 0.40 1,335   17 USA_41T43 SAU_05T06 1.26 2,156   

18 CHN_29 CHL_07T08 0.38 561       18 USA_86T88 JPN_45T47 1.26 547       

19 CHN_26 SGP_45T47 0.38 538       19 CAN_41T43 SAU_05T06 1.20 550       

20 CHN_41T43 RUS_05T06 0.37 2,936   20 USA_45T47 SAU_05T06 1.14 739       
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日本（自然災害多発国）
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中国（地政学的高リスク国）

出所：Inomata and Hanaka (2021)
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米中サプライチェーンの相互リスクポジション：1995年、2018年
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日本企業の対米国( )・対中国( )リスクポジション：2020年
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・製品の代替可能性に関する情報が
含まれていない。

・分析に用いる部門分類が非常に粗い。

国際産業連関表の弱点





付加価値貿易の計測
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最終需要額
ｘ ｘ

米国の最終需要が誘発した日本の付加価値額

＝ 日本の米国に対する付加価値輸出

米国の最終需要が誘発した生産額
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=  𝑨𝒙 + 𝒚

𝒙：生産総額、𝑨：投入係数行列、𝒚：最終需要ベクトル、
I：単位行列、 𝑳：レオンチェフ逆行列

𝒙 = 𝑨𝒙 + 𝒚 ⇔ 𝑰 − 𝑨 𝒙 = 𝒚 ⇔  𝒙 = 𝑰 − 𝑨 −1𝒚 = 𝑳𝒚

𝒙 =

𝑥1
𝐽

𝑥2
𝐽

𝑥3
𝐽

𝑥1
𝑈

𝑥2
𝑈

𝑥3
𝑈

𝑥1
𝑊

𝑥2
𝑊

𝑥3
𝑊

=

𝑎11
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𝐽𝐽 𝑎13
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𝐽𝐽
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𝐽𝐽
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𝐽𝐽
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𝐽𝐽
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𝑇𝑖𝑉𝐴 = 𝒗 𝑳 𝒚

付加価値係数
・・・単位生産あたりの付加価値創出額

ある国の最終需要が
誘発した生産額

仕向国の最終製品に含まれる源泉国の付加価値額
＝ 源泉国から仕向国への付加価値輸出額

ある製品に、どの国のどの産業の
付加価値がどれほど含まれいるか



通過頻度指標の計測

Inomata, S and T. Hanaka. 2024. “Measuring Exposure to Network 
Concentration Risk in Global Supply Chains: Volume versus Frequency.” 
Structural Change and Economic Dynamics: 68: 177–93. 
https://www.sciencedirect.com/science/article/pii/S0954349X23001339



Pass-through Frequency (PTF)

𝑐(𝑡)：𝑠1部門と𝑠𝑘部門を結ぶサプライチェーンのうち、特定の

       波及経路上にハイリスク・カントリーのt部門が現れる回数

Liang et al. (2016)   Structural Betweenness Centrality

𝑓(𝑡)𝑠1𝑠𝑘
 

= 𝑐(𝑡) ⋅
𝑎𝑠1𝑠𝑘

 𝑳 − 𝑰 𝑠1𝑠𝑘

 

     +   𝑐(𝑡) ⋅
 𝑎𝑠1𝑠2

 𝑎𝑠2𝑠3
 𝑎𝑠3𝑠4

…  𝑎𝑠𝑘−1𝑠𝑘

[𝑳 − 𝑰]𝑠1𝑠𝑘

 
𝑠2,…,𝑠𝑘−1

∞

𝑘=3
  



𝑎𝑖𝑗𝑎ℎ𝑖𝑎𝑔ℎ
ｊ部門の生産を1単位増やすのに、
i部門からどれほど投入が必要か。

波及経路としての投入係数配列

ｊ部門の生産を1単位増やすのに用いる
i部門製品の生産を行うため、h部門から

どれほど投入を必要とするか。

ｊ部門の生産を1単位増やすのに、
i部門とh部門を経由して、g部門から

どれほどの投入を必要とするか



Pass-through Frequency (PTF)

𝑓(𝑡)𝑠1𝑠𝑘
 

= 𝑐(𝑡) ⋅
𝑎𝑠1𝑠𝑘

 𝑳 − 𝑰 𝑠1𝑠𝑘

 

     +   𝑐(𝑡) ⋅
 𝑎𝑠1𝑠2

 𝑎𝑠2𝑠3
 𝑎𝑠3𝑠4

…  𝑎𝑠𝑘−1𝑠𝑘

[𝑳 − 𝑰]𝑠1𝑠𝑘

 
𝑠2,…,𝑠𝑘−1

∞

𝑘=3
  

特定経路の生産波及効果
（直接波及）

（間接波及）

全経路の波及効果合計値

𝑐(𝑡)：𝑠1部門と𝑠𝑘部門を結ぶサプライチェーンのうち、特定の

       波及経路上にハイリスク・カントリーのt部門が現れる回数



Pass-through Frequency (PTF)

𝑓(𝑡)𝑠1𝑠𝑘
 

= 𝑐(𝑡) ⋅
𝑎𝑠1𝑠𝑘

 𝑳 − 𝑰 𝑠1𝑠𝑘

 

     +   𝑐(𝑡) ⋅
 𝑎𝑠1𝑠2

 𝑎𝑠2𝑠3
 𝑎𝑠3𝑠4

…  𝑎𝑠𝑘−1𝑠𝑘

[𝑳 − 𝑰]𝑠1𝑠𝑘

 
𝑠2,…,𝑠𝑘−1

∞

𝑘=3
  

𝑐(𝑡)：𝑠1部門と𝑠𝑘部門を結ぶサプライチェーンのうち、特定の

       波及経路上にハイリスク・カントリーのt部門が現れる回数

特定経路の波及シェア

t部門の登場回数を、波及シェアをウェイト
として加重平均したもの

→ t部門を通過する頻度／地理的集中度



Pass-through Frequency (PTF)

𝑓(𝑡)𝑠1𝑠𝑘
 

= 𝑐(𝑡) ⋅
𝑎𝑠1𝑠𝑘

 𝑳 − 𝑰 𝑠1𝑠𝑘

 

     +   𝑐(𝑡) ⋅
 𝑎𝑠1𝑠2

 𝑎𝑠2𝑠3
 𝑎𝑠3𝑠4

…  𝑎𝑠𝑘−1𝑠𝑘

[𝑳 − 𝑰]𝑠1𝑠𝑘

 
𝑠2,…,𝑠𝑘−1

∞

𝑘=3
  

𝑱(𝑡) ：t行t列の成分のみ

1で、他がすべて0の行列

⇔   𝑓(𝑡)𝑖𝑗
=

 𝑳 𝑱(𝑡)𝑳 −  𝑱(𝑡)  𝑖𝑗
 𝑳 − 𝑰 𝑖𝑗

 



𝑓(𝑡)𝑖𝑗
=

 𝑳 𝑱(𝑡)𝑳 −  𝑱(𝑡)  𝑖𝑗
 𝑳 − 𝑰 𝑖𝑗

 

𝑇𝑖𝑉𝐴𝑖𝑗 = 𝒗𝑳𝒚 𝑖𝑗

Trade in Value-added (TiVA)

Pass-through Frequency (PTF)

行（i）：サプライチェーンの
始点（付加価値源泉部門）

列（j）：サプライチェーンの
終点（最終製品の生産者）



OECD国際産業連関表 ２０２３年版

対象年次：１９９５～２０２０年

産業部門：４５部門（ISIC Rev.4）

対象国：７７カ国／地域

（「その他の国」を含む）



OECD Inter-country input-output table:
Industrial sector classification (45 sector)
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